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― 将別史跡「平城宮跡Jにかけ心奈良国立文化財研究所のォ//次発掘調査はこ昭和゛7年ノ/月 ヨタ日

に鶉始し、昭れ響F得 ど月′
'Fに

終了した。調査は、汀/,次発掘調査地域の来にあたるOAAO― L

oN。 0地区と西の 6‐ ABB工 A、 BocoDo電地区で行つた。調査総面積はどィ./ァールである。

調査であらたに検出した主な遺補は、建物ど棟。綿を列。構d条でもこれまであ調査て一部を検出し、

今回全貌衰たは延長部分の判明した主なものは、建物T棟 。回廊ノ面。築地
'面

。柵/列 。薄P条琴ある。

今回の調査地域は、前回に尭池と推定した幅約室すmの Se500の 東西延長部分がその中央を横断し

てかつR軟弱なその理没土上画rcかける遺構の検出は困難を種めた。このSe590は 1 6ABB― E地

区北東部で、その南西隅が検出され、こ でゝ北折することが確認された.すでにどd年度準報で報じたよ

うにこのSe509は 1現
存心平城天皇物権陵を後円部とする全長′す

'n余

の前方後円娯つ前方部前雨の

角旗にあ/―cる 電あで、平城営内に位置するこの古墳の前方部は平裁宮造営に嬢して破嬢削平羞れ、その周

顔も堤ゃれてら,た と推定されるにいたつた、|む         
―   ギ

古墳濡励 埋没土上で検出された平城宮の遺構は、大別して室珀辱にわけられる。

才/は、芽諺次内異内郵回滲r北面廊SCOSOの■部分でl今回ば幅すじёmあ底若と高さギざCmの

襲I石を残す疑仄さ押石の北雨落濤と側柱の凝医■礎石すえつけ痕跡を検出しだ。この北画崇地圏麟 CO



60の築地以南は現一条絶う下にあたるr｀ 北雨落溝の北約
'・

すぬにあるSA4ac強今回で案へ,7瑚分

約
=θ

組を襟出した七                                `   …

オ,の地区は内裏外郭内北部にあるSA5つ ,5t488の フ前の築地で南と西を熙られた一部である。

今回の調ヽ
査'ではi SA488を東入約ケすm追求じとその中央や 西ゝよう1で円o,SP5を検出した。

SB,75は、
'苛

国にSA48Bの西端で莞昆したSB■ 8う と口構造で柱間約fユあ東菌機立柱
'本

と」

その蘭#ヒ約ギ.jmに川原石の雨落瀞を配したものでぁる。S'575を S:B489は約J,4の間隔をお

いて配置されている。築地■瑯内の建物では、前麟/C西半を被出したOB540と 508の東妻部かを検

出し、それぞれ補行/ど 的静よびダ蘭と東がに燥大残聴物でみることが判H/gじ々。あらたに発見したもの

Iぜに、 8B590はどx.♂ 戯脚北糠建物で、 7'Xど
'0抑

嫌Jの上節の平らな不整影の自然石を礎石と

して渉つ、_麓膏かど縮韓燃その蘊若を検出した。.権閣は補行で
'9'蠅

i染行がF導 れである。 SB600

は必XP爛南北械鶴吻TTみ 、́鸞石帝用みたものらレぐl.桃篇を伴,機い鶉夕かたを検出した。この建物

_な当所1狩管理管とも鷹構簡ご、ど勲であつたも守警ゆ学準疎魏い1碑衛椛瑚をれすと、している。そのため改

甚後守北鶴拭聞燎総だが、南騨盤/374J撤 ど脚ほずれていな9 8騨 813｀ 亭絨染開/閲の爽西棟建物で、東

峙!:朱熟至地撃露りぴイヤう為警移体、蠅琥徹輔靱輩駒
'与

柱聞燃榊P甘 鶏TT渤 みi 母串040の南flill柱粟

薄′ど↑ホ与常Vヽ・り01為施記犠概轡4卜 守いは単ゆT鞠省鴎riVJ為 磯育解衛砦ゆ暉鳴漁りで4いかとみられ́る。

1護曲生1持 、まれ̀∵ れ為が与常痢.静

～
I劇りみ欄ィ航畿虜〈↓pttG tt p tt lBi剛 恥謝餞けゆれてぃたかもしれなチ:「



ほかに、柱聞約ご準の掘立柱り薄北柵a嵐 010.軒 BSaoと sAoヽ 9をうなぐ小孔からなる芭A6

Sユ がある:.         :  ′         〔   :  | ｀        .
オじの地区は.築地SA505の外方で、現在の歌姫衡道以来の部分である。こ でゝは、前回検幾の0´

B403の北妻とS5520ρ西夢を検i当 し、いずれも桁符子間と判明したIあ らたに検出したもので強
'                i                           l  ′                       |                                          

ゝ

8B5.55は 夕XP聞滝北棟で、棟通うにも柱がある倉庫風り建物である。遺構はわずかに療存する緩右 e

または極めて浅い礎石すえつけ痕跡からなる.柱間は、桁行でじm、 染行はフ・7mでみる。その常に重夜

、 するSB′550は東西乏イm、 南北β該血の間riiを拳ぐ各と列の方、孔からなる掘立柱速物である。
WS B｀ こ  と

50の西に平行して検出された素掘うの絲 eD56eと ,69はあるいはその間が築地になるものかもし

れないが、南部は旧地表がかなり撫ぐ削うとられ、 SD569は 消失 |してか♭、蘭北に通ずる築地か巻か

はな今決し肇いと SA570は毎聞約じmの掘車柱列だが、南北端ともに未確認である∫薄側柱が道路下

′にある南北凍建物の東側柱列にあえるものかもしれない虫 ・       '

ォ7は、 6AB=01区の推定大麟職跡とオ,次内墓を爆る増路部分と考えられる地区である,この地区の
F                                              '

西 端 に は 、 オ
'1択

調 査 で 一 部 棋 出 した 梨 珀 SA55pが
甲 北 に た り、 東 成 は 鴨 や /。す 血の 素 報 ,つ 9縛 SD

 ヽ                                         イ   ド

57完 で画されている。この間の幅約/ず mの部分は北西か多のび々縛状?く ぼみやその他の甲凸を響め 、k

たてた上に礫を工面に敷いてか 道́路としてのこの地区め機能を推測せじめた。 SD5γ 2は西からの S

D267や買からの S D4 8 71を合わせ、さらに南に7Dびている。i   、



以4あ まうに、オラィ次調査では1芳う炭Ⅲ裏地壷の外郵ぬ北部の美体ViPF明 らか確し、歯あ官衛地裁と

の境界か確認された。1             ~      .    '!           !

遺物鏃 驀
瓦rtti守■瓦憩F'ドli軒平猛r=イ 点L丸 。平瓦′θ袋i須慈器。、土節器約どθ9,煮空

襟彗した、目下整馨中で務冷力ヽ 軒猛F芳
'次

内義所用?と /゙/~FtrFの組合せが多く、月(型?ごじ/=■

とをどどめ組巷差が描基手広なと、はずれもォ/?‐炭碑蕊と暴似の観商′D3・みられた。     |
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